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業務フロー分析

業務改善の「答え」は、必ず「現場」にある! その「答え」を見つけることを全力でサポート!

PLAN
計画

業務

改善

DO
実行

CHECK
評価

ACTION
改善

1）「現状」の業務をわかりやすく業務フロー（BPMN※）として表す

2）業務上の課題を明らかにする（課題認識）

3）課題の解決策（あり姿）と効果測定の仕組みを検討する

4）「あり姿」の業務フローを書き、関係者に共有する

「現状把握」と「課題認識」により、課題解決の仮説立てる

「PLAN」によって導いた「あり姿」を実行する実行結果を検証・評価する

検証・評価結果から更なる改善につなげる

1）検証・評価結果を深堀りし、「正解」を導き出す

2）深堀りした結果を業務フローに反映し、関係者に共有する

3）手順書・マニュアルを更新する

4）本運用を開始し、「PDCAサイクル」を継続する

PLANACTION

DOCHECK

【※】（Bus iness  P r ocess  Mode l  and  No ta t i on）

• 複雑に絡み合う業務プロセスをモデル図として可視化する国際標準規格

( ISO19510)による表記方法。

• 部門間をまたいだ業務プロセスの繋がりや関係性を直感的に把握しやすい

特徴がある。

• 業務改善において、私たちはまず、業務プロセス「全体」の可視化からスタートすることをご提案しています。

• 部門で分断されがちな業務プロセスを俯瞰的に可視化することにより、最適な改善策を見つけることができます。

• 私たちがご提供する業務プロセス図は、部門を超えた横断的なコミュニケーションの「共通言語」となります。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
の
S
F投

入
フ
ロ
ー

営
業
サ
ポ
ー
ト

無
錫
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

お
客
様

W
in
A
ct
or

開始 終了

コミュニケーションシート

（Comシート）

受付
Comシートを

FSサーバに格納

FS
（ファイルサーバ）

毎週金曜日

WinActorの

起動

SalesForceへ

Comシートを

投入する

シナリオ実行

投入結果の

確認と通知

投入結果の

受領

SalesForceに投入

されたことを

お客様へ通知

Comシート

WEB問合せ

フォームにて

受領

WEB問合せ

フォームにて

投入通知

SalesForce

項番 質問日 項目 該当頁 質問（武良） 回答（福井） 状況

1 3月17日 WA有償トライアル P44

--Quote--

有償トライアルは特別プランのため、1部署1回のみ（同企業同部署での2回以上の実施は不可）です。

--Unquote

「部署」の定義が不明確。「事業部」、「本部」？

こちらの記載にしてから特にトラブル、質問が増えたとは聞いていないので、このままでよいいと考えています。 反映済み

2 3月17日 WA有償トライアル P45

--Quote--

WinActor有償トライアル２ヶ月間お試しパックは60日間ライセンスを利用し、その期間内でトライアルをしていただ

くのが原則です。　 ただし、以下２つのケースにおいては、トライアルライセンスの延長をさせていただいておりま

す。

（１）お客様の検証に時間を要す（月次処理への適用のため、月次を数回まわしたい、等）場合、

　　　　トライアル終了後に本ライセンスをご購入いただくことを確約いただき、トライアルライセンスを延長。

（２）入札案件等で、調達仕様書の要件にトライアル期間が2ヶ月間以上の期間が盛り込まれている。

--Unquote--

延長する場合の手続きは？

（１）お客様の検証に時間を要す（月次処理への適用のため、月次を数回まわしたい、等）場合、

　　　　トライアル終了後に本ライセンスをご購入いただくことを確約いただき、トライアルライセンスを延長。

⇒WEB問合せフォーム（営業関連）https://winactor.com/faq/sales_question/　にて延長の申請をしてください。

（２）入札案件等で、調達仕様書の要件にトライアル期間が2ヶ月間以上の期間が盛り込まれている。

⇒事前申請で開発元の承諾が得られれば最長4か月の評価版ライセンスを提供できます。

　パートナーサイト＞「各種お申込み」に掲載しております「【自治体PoC】評価版ライセンス申請書」を

　WEB問合せフォーム（営業関連）https://winactor.com/faq/sales_question/　から送付して申請してください。

反映待ち

3 3月17日 WA有償トライアル P48

・「初級研修」＝60日間のトライアル開始日であってるか？

・「初級研修」＝「トライアル開始日」の場合、「初級研修日」のライセンス無償期間を消化したくないから

　　30日版ライセンスを利用？→けれども、「開始日の3日前に「60日間」のライセンス資材を送付」と

　　明記されている

　→これなんですか？

・30日間ライセンスは、いつNTTDより提供されるのか？

・「初級研修」＝60日間のトライアル開始日であってるか？

⇒原則はそのとおりです。

・上記の原則に基づき初級研修を実施すると、事前準備のため1~2営業日前から「60日間」ライセンスを使用し始め

ることになります。するとトライアル期間が正味58~59日に減ってしまうため、60日を消費しないために事前準備~

初級研修までは30日ライセンスで実施してもらい、初級研修後アンインストるしてもらう運用になっています。

（開始日の3日前に納品された60日版はここでは使用しないということです）

⇒この説明はP45、46、48に記載していて特にP48の※2で説明しています。

・30日間ライセンスは、いつNTTDより提供されるのか？

⇒うちから送付はしていません。

　P46　NO.3に「標準ユーザ用30日版ライセンスはパートナーサイトより入手ください。」の記載に合わせてP48も

「必要に応じてパートナーサイトから入手してください」に修正します。

反映済み

BPMNで表記した業務フロー

検証・評価結果の深堀

株式会社 KS インターナショナル
KS I
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業務フロー分析の実績例株式会社 KS インターナショナル
KS I

対象／目的 課題 対応 効果 サポート期間

事例1
代理店向け

販売マニュアルの刷新

• A社は、代理店を通じて商品をエンドユーザへ

販売している。

• 販売制度を整えたが、商品数（プラン数）が

多く、受発注の手続きが煩雑になっていた。

• その結果、Ａ社のサポートデスクは、代理店から

手続きに関する問い合わせ対応に追われて
おり、課題となっていた。

• 既存の「販売マニュアル」で網羅できていなかった

部分も含め、全商品の全手続きを

BPMNを用いて可視化した。

• 既存手続きの課題点を洗い出し、関係部署と

協議を重ね、「あり姿」を策定。

• 「あり姿」の業務フローに修正した

「販売マニュアル」を、代理店へ再提供した。

• 問い合わせ受付数が約4割削減し、

サポートデスクの負荷軽減につながった。
約6ヵ月間

事例2

問い合わせ内容の

集計・分析のしくみ

整備

• B社は、WEB問い合わせで受付けた内容を

データベースに蓄積している。

• しかしながら、そのデータベースの情報を

集計・分析する「しくみ」がなく、

自社の業務改善に活かせていなかった。

• 蓄積されているデータベースから、

問い合わせ内容の傾向を分析。

• その傾向をもとに、WEB受付フォームに

「お問い合わせ分類」の項目を新設し、

質問者に選択させる仕様にした。

• 「お問い合わせ分類」と個別の問い合わせ内容と

を紐づけることで、分類別に、効果的に

集計・分析を行える「しくみ」を整えた。

（一部RPAを活用）

• 分類別の集計結果から、問い合わせが多い

内容に対しFAQを作成・公開したことで、

問い合わせ受付数を約2割削減できた。

• また、分析結果をもとに業務フローの

見直しを行うサイクルを運用に

取り入れることが可能になった。

約2ヶ月間

事例3
特別割引（キャンペーン）

申請受付のしくみ改善

• C社は、代理店向けに卸価格の割引き

（キャンペーン）を定期的に行っている。

• キャンペーンには、代理店からの申請と社内審査

が必要だが、審査条件が複雑で、代理店への

回答に時間を要していた。

• 複雑な審査条件と承認フローを、BPMNを

用いて可視化し、課題点を洗い出した。

• 審査条件から逆算して、

代理店の申請フォームを刷新。

• 申請データをそのまま社内審査フローに乗せ、

承認履歴が残る「しくみ」を整えた。

• 申請受付から審査結果の回答までの平均期間

を約5割短縮することに成功した。

• 審査・承認履歴をデータベースに残すことで、

審査結果に対する代理店からの質問に

迅速に対応できるようになった。

約2ヵ月間

企業の業務の流れ（業務プロセス）を可視化し、継続的な改善と最適化をご支援します。


